
 

 

猫の殺処分ゼロや障がい者の 
性の問題等で取組が前進へ！ 

９月１３日、地元のオフィス関連企業の方からのご要望に応えて、

公明党参議員の平木大作経済産業・内閣府・復興大臣政務官（当

時）を招いての、働き方改革などについての意見交換会を開催！ 

平木議員は、かつて経営コンサルタントとして働いてこられたことも

あり、企業の現場感覚をよくわかってくださり、話も非常に明朗で、参

加者からは、とても有意義でしたと、大変に感謝されました。 

これからも、公明党の国と地方のネットワークを活用して、企業の現

場の声を、直接国に届けて、「働き方改革」を推進してまいります！ 

本年９月１３日から１０月６日まで港

区議会平成２９年第３回定例会が開

会され、代表質問ならびに決算特別

委員会で登壇し、港区の諸課題につ

いて、区の姿勢を問いただしました。 

学生時代、障がい者の方の自立生

活をボランティアとして支えた経験を

活かして、障がい者の性の問題につ

いて、区議会において初めて区の取

り組みに言及。来年２月頃に問題を

啓発する講演会が催されることに！ 

また、猫の殺処分ゼロの取り組みも質

問。東京都は犬の殺処分ゼロを昨年達

成しましたが、猫は未達成で、飼い主

のいない猫は「地域猫」として管理され

ている限りは殺処分を免れます。しか

し、支えている地域のボランティアの負

担が大きく、特に区の去勢術費用助成

の低さが課題であると訴えたところ、 

拡充等を検討すると 

の区長答弁が初めて 

引き出せました！ 

９月１１日、港区議会公明党として、

公認会計士の方を講師に「新公会計

制度」の勉強会を自主開催！ 

これまで自治体が採用してきた現

金の増減のみを記録する「現金主

義・単式簿記」に、取引の発生ごとに

記録する「発生主義・複式簿記」を新

たに加える「新公会計制度」は、公明

党の推進で、まず東京都で採用。そ

の後全国の自治体で段階的に導入

されており、財政の「見える化」が促

されることで、無駄削減が期待され

ています！ 

しかし、本制度の理解には高度な

知識が必要となるため、決算委員会

を前に勉強を行うことで質問の周到

な準備ができ、区議会での制度に関

する議論を牽引できました！ 

丸ちゃん News 
新公会計制度の自主勉強
会開催！～公明党は質問の

周到な準備で、議会を牽引～ 
 

詳しくは、丸山たかのりのウェブサイトで ： http://maruyama-takanori.net/ 

公明党のネットワークで、「働き方改革」を推進! 
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丸っと守ります! 
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日中国交正常化４５周年記念「絵はがき展」
等に参加。文化芸術振興・国際交流を推進! 

丸ちゃん News  
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放課後の居場所づくりや面会交流の場の整
備が前進! 子どもの権利擁護のために全力! 
 
 

Vol. 

本年８月１４日、一般社団法人「日中文化交流センター」が主催する、日本と

中国の青少年の文化交流を目的とした「絵はがき展」に参加するため、茨城県

日立市へ。今回の展示会は、本年の日中国交正常化４５周年、日中平和友好

条約締結４０周年を記念するもので、中国からは１万点以上、日立市からも多く

の応募があり、参加した両国の子どもたちや親たちの交流の花が咲きました。 

また、同月に港区が開催した「平和展特別企画展示」のために来訪されてい

た、フランスを中心に活躍され同国からレジオンドヌール勲章を受章されている

松井守男画伯とその支援団体の方と懇談する機会を持つことができました。 

 公明党が推進し本年６月に改訂された「文化芸術基本法」は、児童・生徒らに

対する文化芸術に関する教育の重要性が盛り込まれ、私は今回の定例会にお

いて、同法に基づく一流の芸術家との体験学習の重要性を訴えました。これか

らも、文化芸術振興や文化を通じた国際交流に、全力で取り組んで参ります！ 

「日中絵はがき

展」両国から多数

の応募があり賑

わいました（上） 

港区「平和展」に

て、松井画伯と作

品の下で（下） 

港区では、平成２８年度より「子どもの未来応援施策」事業の一環として、子ども中高生プラザ等の子どもの居場

所機能を強化し、安全・安心な居場所を提供する「子どもの居場所づくりチャレンジ事業」が実施されています。 

私は、平成２８年２月の予算委員会にて、子どもの居場所づくりにおいても、支援者がいかに子どもに寄り添える

か、子どもが支援者に相談したくなるような環境づくりが重要と訴え、その手段としてカフェのような軽食や飲み物

を提供することを提案。本年までに、麻布子ども中高生プラザ「はじまりカフェＢＥＧＩＮ」、高輪子ども中高生プラ

ザ「ティーンズ食堂」など、多くの児童館等で中高生向けの放課後の居場所としてのカフェが実現されました！ 

また、今定例会では、明石市のような先進事例を紹介しながら、離婚後の子ども 

と別居親とが、安全で安心して面会交流が行える場を提供するなどの支援体制 

整備の必要性を訴えました。 

平成２４年の民法改正により、離婚後の父母と子が面会交流する権利が規定さ 

れたにもかかわらず、同居親が面会交流中の子どもの連れ去り等をおそれて拒み、 

紛争となるケースが後を絶ちません。今回の私の質問に対して、区からは、平成 33年 

4月完成予定の「（仮称）港区子ども家庭総合支援センター」に、面会交流の場の提供 

や面会交流に関する相談支援の実施を検討する、との答弁を引き出せました！ 

昨年 5月に成立した改正児童福祉法では、子どもが“権利の主体”として初めて位置付けられました。これから

も、すべての子どもの権利が擁護され、夢と希望を持って成長していける社会の実現に向けて、頑張ります！ 




